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電
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開
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橋

本
送

電
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；
下

川
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秀
幸

所
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、
石

岡
伸
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、

大
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こ
の

度
、

電
源

開
発

㈱
の

社
誌

に
橋

本
送

電
所

が
紹

介
さ

れ
る

事
に

な

り
、

地
域

社
会

貢
献

の
一

環
と

し
て

世
界

遺
産

・
南

奥
駈

道
の

整
備

に
関

す
る

寄
贈

品
荷

上
げ

を
社

誌
で

紹
介

す
る

取
材

が
あ

る
の

で
対

応
協

力
の

連
絡

が
あ

る
。

 
本

日
は

、
３

月
と

し
て

は
過

去
最

強
の

大
寒

波
が

昨
日

よ
り

襲
来

し
、

積
雪

が
心

配
さ

れ
取

材
中

止
(前

回
中

止
)の

連
絡

が
あ

る
か

と
思

っ
た

が
・

・
・

。
浦

向
よ

り
R

-425
号

線
に

入
る

と
、

雪
時

雨
に

な
り

稜
線

が

白
く

な
っ

て
い

て
、

か
な

り
の

積
雪

を
懸

念
し

た
が

路
肩

に
う

っ
す

ら
積

雪
し

て
い

る
程

度
で

路
面

に
は

積
雪

が
な

い
。

 

１
１

時
１

５
分

に
登

山
口

に
着

く
と

橋
本

送
電

所
の

車
が

１
台

(２
名

)

到
着

し
て

お
り

、
寄

贈
品

荷
上

げ
の

荷
造

り
を

さ
れ

て
い

る
。

程
な

く
下

川
原

所
長

、
広

報
室

の
原

さ
ん

同
乗

の
車

(３
名

)が
到

着
。

 

所
長

及
び

広
報

室
の

原
氏

と
挨

拶
し

、
原

氏
に

橋
本

送
電

所
よ

り
南

奥

駈
道

の
整

備
に

関
す

る
寄

贈
品

(缶
パ

ン
・
２

ℓ
飲

料
水

各
２

箱
・
木

炭
(６

㎏
)・

ガ
ス

カ
ー

ト
リ

ッ
ジ

９
本

)は
、

年
２

回
行

仙
宿

に
荷

上
げ

し
て

寄

贈
し

て
頂

い
て

い
る

。
又

、
近

く
の

送
電

線
鉄

塔
補

修
工

事
後

の
機

器
・

残
材

を
ヘ

リ
で

荷
降

し
時

等
に

、
小

屋
の

補
修

資
材

、
道

普
請

用
資

材
の

ヘ
リ

荷
上

げ
の

便
宜

を
図

っ
て

下
さ

り
、

世
界

遺
産

で
あ

る
南

奥
駈

道
を

踏
破

さ
れ

る
登

山
者

や
行

者
さ

ん
達

の
緊

急
時

に
役

立
っ

て
お

り
、

我
々

の
保

守
・

維
持

に
多

大
な

貢
献

を
し

て
頂

い
て

お
り

ま
す

。
尚

、
荷

上
げ

さ
れ

た
資

材
で

行
仙

宿
補

給
路

す
な

わ
ち

送
電

鉄
塔

巡
視

路
の

道
普

請
も

し
て

い
る

事
の

紹
介

と
謝

辞
を

述
べ

る
。

資
料

と
し

て
「

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

の
主

な
歩
み
」

を
提
供

。
 

所
長

を
含
め

た
４

名
が

寄
贈

品
を
背
負

い
子

で
担
ぎ

、
う

っ
す

ら
積

雪

し
た

急
登

の
補

給
路

を
登

り
第

一
ベ

ン
チ

、
第
ニ
ベ

ン
チ

で
休
憩

。
 

荷
上

げ
取

材
撮
影

に
適

し
た

地
点

は
、

沖
崎

氏
が
ア
ド
バ
イ

ス
し

て
撮

影
さ

れ
て

い
た

。
 

第
二
ベ

ン
チ

の
尾
根

か
ら

は
、
今

日
は

雪
雲

が
か

か
り

大
台
ヶ

原
山

の

山
並
み

は
望
め
ず

、
池

原
ダ
ム
湖

、
笠
捨

山
も

か
す

ん
で
眺
望

さ
れ

た
。
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宿

内
で

食
事

中
 

昨
年

２
月

に
ヘ

リ
荷

上
げ

し
て

頂
い

た
鉄
筋

で
、
５

月
に

ガ
ラ
場
迫

の

補
給

路
(鉄

塔
巡

視
路

)の
改

修
し

た
地
点

を
説
明

し
見

て
頂

く
。

 
又

、
世

界
遺

産
登
録
記

念
に
佐
田
ノ
辻

に
移
植

さ
れ

た
荘

川
桜

が
枯

れ

(岩
盤

で
根

が
伸

び
ず

)、
再

度
寄

贈
頂

い
た

小
屋

下
の
二
代
目
荘

川
桜

の

生
育
状
況

を
見

て
頂

く
。

 



佐
田
ノ
辻

の
稜

線
に
出

る
と

、
雪
混
ざ

り
の
北
西

の
風

が
強

く
頬

が
痛

い
く

ら
い
だ

。
行

仙
宿

の
外
気
温

度
は
零

下
４
℃

、
室
内

０
℃

で
あ

る
が

風
が
無

い
の

で
暖

か
く
感
じ

る
が

、
早
速

ス
ト

ー
ブ

に
火

を
入

れ
る

。
 

寄
贈

品
を

前
に
目
録

に
よ

る
下

川
原

所
長

か
ら

川
島
へ

の
贈
呈
式

を

行
い
昼
食

と
す

る
。

 

昼
食

に
当

地
の

名
物
「

さ
ん

ま
寿
司
｣(亀
公
園
・
道

の
駅

)を
２

パ
ッ
ク

差
入

れ
す

る
。

(事
務

所
で
賞
味

の
デ
コ
ポ

ン
５

㎏
は

車
に

積
替
え

) 
社

誌
取

材
の

原
氏

は
、
今

日
中

に
新
潟

に
赴

く
と

の
事

か
ら

、
行

仙
宿

を
１

３
時

過
ぎ

に
下

山
す

る
必
要

が
あ

る
と

の
事

。
 

慌
し

い
食

事
に

な
り

、
自
宅

か
ら

持
参

し
た

水
で

お
湯

を
沸

か
そ

う
と

ヤ
カ

ン
の
蓋

を
開
け

る
と
凍

っ
て

い
て

水
が
注

げ
ず

、
結
局
氷

か
ら
沸

か

す
こ

と
に

な
り

又
、

寒
さ

で
ガ

ス
の
火

力
が
落

ち
、
温
め

の
イ

ン
ス
タ

ン

ト
味
噌
汁

に
な

る
。
食

後
に

は
お
湯

が
沸
き

、
熱

い
コ

ー
ヒ

ー
は
自

前
で

入
れ

て
頂

く
。

 
へ

り
荷

上
げ

の
お
陰

で
世

界
遺

産
登
録
調
査

前
に
竣

工
出

来
た
管
理
棟

を
案
内

す
る

と
下

山
時
刻

に
な

る
。

 
佐
田
ノ
辻

で
今

後
の
ご
支
援

と
再

会
並

び
に

荷
上

げ
労

い
の
握
手

で
見

送
り

、
電

源
開

発
㈱

一
行

は
１

３
時

１
５

分
下

山
。

 

 
 

 

食
事

・
懇

談
中

 
 

 
 

参
加

者
記

念
撮

影
 

 
 

 
佐

田
ノ

辻
・

下
山

前
 

我
々

は
、

寄
贈

品
を
管
理
棟

に
運
搬

整
理

、
４

月
よ

り
宿
泊
費
値

上
げ

に
伴

う
掲
示
物

の
張
替

。
行

者
堂

の
生
シ
キ
ビ

は
、
花
瓶

に
入

れ
た

水
が

凍
る

た
め

水
抜
き

に
な

る
の

で
シ
キ
ビ

は
長

持
ち

し
な

い
事

か
ら

、
冬
季

は
畑
林
清
子

さ
ん

寄
贈

の
造
花

に
代
え

る
。

等
の
作
業

を
行

い
１
４

時
過

ぎ
に

下
山

し
た

。
 

尚
、

取
材

を
掲
載

し
た

社
誌

は
、
４

月
中
旬

発
行

で
掲
載

社
誌

が
一
部

送
付

し
て

下
さ

る
。
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新
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→
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登

山
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11:35
→
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第
二
ベ
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→
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」

14:10
→

14:40
登

山
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14:45
→

16:20
新

宮
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